
水 色 の 星
（一）

学校からの帰り道で、章一は祖父が寺の山門の前にたたずんでいるのを見かけた。祖父

は、今年で７２歳になる。小柄だがとても元気で、章一を見る目はいつもやさしい。

「章一か、まあここへきておすわり。ちょうどいいところへ来た。お前も中学生になった

のだから、ぜひ知っておいてもらいたい。」

二人は並んで、山門の石段に腰をおろした。

寺は村の中の区画された道にそって建てられ、そのかたわらの用水路には、いつもきれ

いに澄んだ水が音もなく流れている。

祖父は、遠くを見つめるようなまなぎしをしながら話し始めた。もう夕暮れに近い。播

州平野の麦秋のなま暖かい風が、麦わらを焼くにおいをゆっくりと運んでくる。

「章一も気がついているだろうが、村の中の用水路には、いつも満々と澄みきった水が流

れているし、まっすぐな道が縦横に、何本も直角に交わってついているだろう。しかし、

これは、ずっと苦からこうなっていたのではな

いんだ。おじいさんたちが青年のころまでは、

手引車がやっと通れるほどの細い曲がりくねっ

た道だった。雨でも降れば大変だったよ。狭い

村の中にその当時６４戸の家が、かたまって建

っていたせいだ。ところが 『こんなうっとう

しい生活の環境が、わたしたちをみじめな思い

にさせているのだ。その思いをなくするために

は、新しい村づくりがどうしても必要なのだ。』

といって、みんなに呼びかけ、環境をよくする

ための努力をした人たちがいたのだ。」

祖父の話は、おだやかに続けられた。

（二）

清水喜市さんは、温厚な人だった。どんなときでも、だれに対してもていねいに接し、

そのうえに小柄なほうだったから、どこにそんな力が秘められているのかと、会う人はみ

な不思議に思うくらいねばり強い人で、自分の信念を貫くためには容易にひきさがらない

人だった。何事でもほんとうに仕事のできる人は、このような人柄の人なのだと、祖父は

感じたものである。その考えは今も変わっていない。

清水さんが小学校へ通っていたとき、他の地域の同級生たちがなぜか避けようとする。

こちらから親しく話しかけるほど、ますます避けようとする同級生たちの態度が、不思議

でしかたがなかった。子ども心に、もしかしたら、自分の体になにかついているのかと考

えて、一人小川の中で、小さな手足を血のにじむほどゴシゴシとこすってみたという。こ

うした怒りとも、悲しみともつかない少年の日の出来事が、彼の体の中に深く刻みつけら

れていた。

明治３０年代に、小学校を卒業して中学校へ進学する人は、村の中ではごくまれであっ

た。彼は親の願いで、京都の同志社中学に進学した。卒業後すぐに横浜英語専門学校へ進

学したが、部落差別に苦しむ同じ世代の人々のことを忘れて、自分一人の道を選ぶことは

できなかった。社会のゆがみを集中的に受けている人間が、一人だけ離れて別の幸福をつ

かむことができるものではない。自分の周囲の人々がすべて幸福になってこそ、自分の幸

福もあるのだ。それを求める以外に、自分の人生はあり得ないと考えた彼は、学校を中退

して、故郷に帰り、当時県下で部落差別を解消するために努力していた人々を再三たずね

て話を聞き、ますます決意を固めていった。

（三）

「われわれは、決して無理なことを望んでいるのではない。うまいものを食べ、裕福な生

活がしたいのでもない。われわれの子どもを教室の中でわけへだてなく座らせたい。運動

場の片すみにかたまっている彼らを、みんなといっしょにのびのびと遊ばせてやりたい。

そして、大きくなったら役場に勤めさせたい。教だんにも立たせたい。安定した仕事にも



つかせたい。そして、心になんのわだかまりもない人間になってもらいたい。われわれの

望みは、ただそれだけだ。あまりにも当然の要求にすぎないのだ。」

清水さんが静かに話し終わったとたん、お寺の本堂いっぱいにつめかけていた２００人

余りの人々は、夢中になって拍手した。そして、その場で、郡内の部落差別を解消する会

の代表に彼を選んだ。彼はその後、郡内はもちろん、県下各地へ呼びかけを進めていくこ

とになるが、その出発の日が大正１３年５月のことだった。

（四）

ある程度、部落差別を解消するための会の組織を整えた清水さんが、次に手がけたのは、

まず自分が住んでいる地域の環境改善事業であった。これは大変困難な事業だった。なに

よりも資金調達のために苦しんだ。再三、県に陳情し、ついには一人で上京して内務省社

会局にも交渉した。彼の強い信念と熱意にうたれた政府は、政府資金５万５千円を約束し

た。さらに多くの人々にお願いしてついに２５万円の資金を集めることに成功した。

お米の値だんが１キロ１６銭（今は標準米１キロ約３５０円）ぐらいのときのことであ

る。現在は町になっているが、当時のこの村の一年間の総予算が５万円であったから、５

年間の村財政と同額の費用が投じられたことになる。こうして、昭和７年から３年がかり

の大工事が始まった。

清水さんは、先頭になって働いた。この村の人

全員が、もっこをかつぎ手引車をひいた。村の東

を流れる川の河原から、土や砂を運び、幅４メー

トルの道路が建設された。そして、村の中を、東

西南北に各４本の道路が直角に交わり、排水溝、

用水路も完成し、きれいな水も流れ始めた。不良

住宅も改築された。こうして、この地域は完全に

一新した。

やがて、清水さんは地域の人々だけでなく、全村の人々から信頼を集め、昭和１１年、

多くの人々に請われて村長に就任した。

村長になって、いちばん力を入れたのは、教育問題だった。人と人とがお互いを大切に

しあい、住みよい村づくりをするというのが、清水さんの村政の基本的な考え方であった

からだ。当時、郡内でもっとも立派な校舎を新築したり、いちはやく、教員住宅２棟４戸

を建設したことも、彼の考え方がそこに表れている。

部落差別は政治によってつくられたと考えていた清水さんは、政治のしかたを変えるた

め、心身のすべてを、それに尽くした。そして、次の仕事をめぎして東京へ出張する途中、

彼は横浜の宿舎で不幸にも死に襲われた。

あまりにも突然の死であった。仕事もこれからという四十七歳の若さであった。

昭和１５年５月７日、祖父が葬儀委員長となって別れを告げた。そこは、清水さんが初

めて、人間尊重の宣言を行った思い出深い、このお寺であった。

いつの間にか、あたりはすっかり暗くなっていた。

ふと見上げると、空には、きれいな水色のいちばん星が一つ光り始めていた。

学習を深めるために

1．清水さんの生涯について書き出してみよう。

2．清水さんの生き方や考え方について話し合ってみよう。

3．わたしたちの地域に清水さんのような生き方をした人があれば調べて発表し合おう。
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